


遮熱防水工法 太陽熱を
反射

太陽からの熱を強力に反射するから

建物にやさしい

一般防水工法

建物が早くいたむ
太陽からの熱をたくわえるから

太陽熱を
吸収・蓄熱

遮熱（高反射）とは？
太陽光（熱）を反射することで夏場の温度上昇を抑
え、建物に伝わる熱の量を減少させます。これまでは
コンクリートなど蓄熱体として使用する、断熱工法が
数多く採用されてきましたが、建物の維持コスト削減
の観点からも、遮熱工法はこれからの時代の建物に求
められる新しい工法です。

グリーン購入法とは？
国等の公的機関や独立行政法人等が率先して
環境物品等（環境負荷低減に資する製品・サー
ビス）の調達を推進するとともに、環境物品等に
関する適切な情報提供を促進することにより、
需要の転換を図り、持続的発展が可能な社会の
構築を推進することを目指すための法律です。

高反射

太陽熱を強力に反射!
日射反射率最大 約70％

高耐久

高耐久ルーフィング

遮熱（高反射）・高反射防水仕様
ロンプルーフシャネツ・ベストプルーフシャネツ
防水仕様 P3～5

建物の資産価値を守る
太陽熱から建物を守る遮熱防水工法は、

建物の資産価値を保つための、心強い味方です。

建物の資産価値を守る ロンシール の遮熱（高反射）防水工法
「太陽からの熱は、建物にダメージを与える」ということ、ご存知ですか?  

太陽熱を屋根面ではね返すロンシールの「遮熱（高反射）防水工法」は、

建物を熱から保護することで、冷房費を削減させるとともに、

耐久性にすぐれているので、改修サイクルを大幅に延長でき

建物のライフサイクルコストの低減を実現します。
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グリーン購入法
対象商品

●太陽熱を反射
太陽光中の近赤外線を反射、夏季の冷房効率の向上に貢献します。

●高耐久化
防水層の温度上昇が抑えられるため、劣化を抑制、改修サイクルの延長に貢献します。

●汎用性
一般の防水ルーフィングをシャネツルーフィングに置き換えるだけで、
遮熱工法に変更が可能。マンションの屋上改修や工場・ショッピングセンターなど
大規模建築物に最適です。

●遮熱塗料もご用意
今の屋根をそのまま遮熱防水に。
塩ビ系防水シートに直接塗布可能の高日射反射率（遮熱）塗料もご用意しております。

特長

P6

高日射反射率（遮熱）塗料
ウェザートップシャネツ

品目の分野・分類 判断の基準・配慮事項※

公共工事-資材
（高反射率防水）

【判断の基準】
近赤外域における日射反射率が 50.0% 以上であること。
< 備考 >
１. 本項の判断の基準の対象とする高日射反射率防水は、日射反射率
の高い顔料が防水層の素材に含有されているもの又は日射反射
率の高い顔料を有した塗料を防水層の仕上げとして施すものであ
り、建築の屋上・屋根等において使用されるものとする。

２. 日射反射率の求め方は、JIS K 5602 に準じる。
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※環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成24年2月7日変更閣議決定）より抜粋
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ベストプルーフシャネツ（ホワイトグレー）
68％

プライマー無しで塩ビ防水シートに直接塗布できる水性1液型塗料。
高反射による高い遮熱性能で建物を熱から保護します。

すぐれた遮熱性能

太陽光の近赤外線領域の光を効率よく反射するた
め、建物の温度上昇を抑えます。

施工しやすい作業性能

プライマー無しで塩ビ防水シートに直接塗布できる
水性1液型塗料。取扱いも容易で、匂いも少なく、
危険物にも該当しない環境にやさしい塗料です。

強靭な塗膜による高耐候性

高耐候性アクリルシリコン樹脂系塗料が強靭な塗
膜を形成。耐候性にすぐれ、長期にわたり劣化の原
因である紫外線から塩ビ防水シートを保護します。

日射反射率とは……
日射反射率は熱となる光（赤外線）の反射能力
を示します。つまり、反射率が高いほど、温度上
昇が抑えられることになります。シャネツルーフィ
ングは約55～70％のすぐれた反射性能を持ち、
屋根面の温度上昇が抑えられます。その結果、
屋上面から建物に入る熱量が少なくなり、冷房
負荷低減＝冷房費節減効果を発揮します。ま
た、蓄熱・熱変動も抑えられるので、建物を保護
する効果も期待できます。
平成22年度4月からグリーン購入法特定調達
品に高日射反射率防水が加わりました。

■図2 分光反射率グラフ（300nm～2500nm）

■分光反射率グラフ（300nm～ 2500nm）

ハイレベルの遮熱性能
日射反射率 最大約70％で、屋上表面温度をダウン

■図1 ベストプルーフシャネツの遮熱性能をサーモグラフで見ると…

試験体

サーモ
グラフ

ベストプルーフシャネツ 一般ルーフィング

ベストプルーフシャネツと一般ルーフィングの表面温度を比較すると、
ベストプルーフシャネツの方が温度の上昇が抑えられています。

シャネツルーフィングは、一般ルーフィングと比
べ、日射反射率（赤外反射率）を最大約70％と
飛躍的に向上させたルーフィングです。高い反射
性能により、屋上温度を抑制します。その結果、躯
体の熱変動・蓄熱が抑えられ、建物の保護効果
が期待できます。また、冷房効率のアップ、ヒート
アイランド現象の緩和に貢献します。

※一般ルーフィングの表面温度80℃の時、グレー色同士の比較

ウェザートップシャネツ

■用途　塩化ビニル樹脂系防水シートの塗替え
         　（非歩行タイプ）

■外観　つや消し平滑仕上げ

■塗布量　0.3～0.5kg/㎡（２回塗布）

※受注生産品（納期約2週間）

■素材　アクリルシリコン樹脂系エマルション
■粘度　1,000～3,000mPa・s
■荷姿　16kg

■色数　3色

ホワイト ライトグレー ライトグリーン
注）印刷見本ですので、現物とは若干色差があります。
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近赤外線領域 ウェザートップシャネツ（ホワイト）
約83%

ウェザートップシャネツ（ライトグレー）
約76%

ウェザートップシャネツ（ライトグリーン）
約76%

当社一般ルーフィング
約22%

■ランプ照射試験〈サーモグラフによる比較〉

未塗布 ウェザートップシャネツ試験風景
温度：高 温度：低

ウェザートップシャネツ
高日射反射（遮熱）塗料

（非歩行用）

5 6

波長（nm）

反
射
率（
％
）

％数値は日射反射率（KRK規格に基づく測定値）

％数値は日射反射率（KRK規格に基づく測定値）

日射反射率は、光の中の「物を温める性質を持つ赤外線領域の光（780nm ～ 2500nm) に着目し、太陽光の内、地上に到達する
強度の比を換算・平均化した数値（＝赤外反射率）です。そのため、分光反射グラフ（図2）で80% 近い値を示しても、反射率とし
ては 70％となります（合成高分子ルーフィング工業会（KRK）規格 S-001　高反射率防水シート）。
また、JIS・東京都などの基準にある日射反射率は、温度上昇への影響が少ない可視光領域まで含む数値を使用しています。この場合、
数値が高いほど反射率はすぐれてはいますが、同時に眩しく感じる可能性があり、周辺環境への影響も考慮する必要が出てきます。

日射反射率について

当社一般ルーフィング
約22％

ベストプルーフシャネツ（グレー）
57％

近赤外線領域

グリーン購入法適合




